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　昆虫類は全動物種の 75％を占める地球上で最も繁栄し
た動物群である。この多様性を誇る昆虫類を理解するう
えで非常に興味深い一群であるのが、その 80％以上を占
める完全変態類である。
　完全変態類を理解するためには、その最原始系統群か
らの情報は特に重要である。これまでは脈翅上目［＝脈
翅目＋鞘翅目）］がその最有力候補であった（e.g., 
Wheeler et al., 2001）。しかし、近年の分子、形態双方の
系統学的研究から、膜翅目を完全変態類の最原始系統群
候補とする見解が合意を得られつつある（e.g., Misof et 
al., 2014）。したがって、完全変態類の理解、すなわちグ
ラウンドプラン （GP） の再構築において、膜翅目は最も
集中的な検討が望まれる系統群となってきたのである。
　対象群のGPの再構築において、比較発生学的アプロー
チは極めて有効な手段である。膜翅目は原始的な「広腰
亜目」と派生的な細腰亜目の 2亜目で構成されているが、
膜翅目における発生学的研究は、ほとんどはミツバチ 
（e.g., Nelson, 1915）や寄生蜂類、アリ類、ハナバチ類（e.g., 
Leiby and Hill, 1924）などを材料とした細腰亜目に関する
ものであり、「広腰亜目」に関してはハバチ科（cf. Sawa 
et al., 1989）のほかにまとまった研究はない。したがって、
膜翅目の比較発生学的理解のためには、原始的な「広腰
亜目」の検討の充実が急務である。
　以上の背景から、膜翅目の GPの理解および完全変態
類の系統進化の再構築を目的とし、「広腰亜目」の比較
発生学的研究を開始した。「広腰亜目」において、同亜
目の最原始系統群の候補群であるヒラタハバチ科、ナギ
ナタハバチ科は、最も注目すべき検討対象群である。今
回はヒラタハバチ科のツヤヒラタハバチ Onycholyda 
lucida （Rohwer, 1910）を材料として発生過程の検討を行っ
た。
　ツヤヒラタハバチの成虫は 5～ 6月に出現し、若いキ

イチゴ類などの葉の裏に産卵する。2017年から本年度ま
での 3シーズンで、長野県の上田市菅平高原、須坂市峰
の原で、キイチゴ類周辺のスウィーピングにより約100
雌個体を採集した。野外および飼育下で産下された卵を
キイチゴ類の葉から採取、あるいは雌を解剖し未受精卵
を得た。卵はカール液で固定し、70％EtOHで保存した。
これらの卵を核特異的蛍光色素（DAPI）で染色し、胚の
蛍光実体顕微鏡観察を行った。
　ツヤヒラタハバチの胚発生は卵腹側表層に形成される
長胚型である。胚の蛍光実体顕微鏡観察から、胚発生過
程の概略を把握できた。ツヤヒラタハバチの胚発生は、
カブラハバチなどのハバチ科のそれに類似していた。今
後、さらに多くの卵を得て、より詳細な胚発生過程の検
討を行っていきたい。
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